
 

第３回 能登半島地震 奈良県被災地支援対策本部会議 

 

  日 時  令和６年３月 22日（金）16時 00分～ 

    場 所    災害対策本部室 

 

 

議事次第 

 

１．報告事項 

 （１）令和６年能登半島地震の被災状況 

 

 （２）政府、全国知事会、関西広域連合等の対応 

 

 （３）奈良県からの被災地支援状況 

 

２．協議事項 

 （１）被災地支援の今後の方向性 
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本部長 知事 山下  真 

副本部長 副知事 村井  浩 
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本部員（事務局長） 危機管理監 松田  浩之 

本部員 総務部長 岡野  年秀 

本部員 知事公室長 吉井  昭彦 
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本部員 文化・教育・くらし創造部長 舟木  豊  

本部員 こども・女性局長 西村  高則 

本部員 福祉医療部長 山中  淳史 

本部員 医療・介護保険局長 森川  東 

本部員 医療政策局長 筒井  昭彦 

本部員 水循環・森林・景観環境部長 野田  純一 
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本部員 観光局長 谷垣  裕子 

本部員 食と農の振興部長 乾   新弥 

本部員 県土マネジメント部長 清水  将之 

本部員 地域デザイン推進局長 谷垣  孝彦 

本部員 会計局長 桐田  健吾 

本部員 水道局長 西野  浩行 
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Nara Prefecture

奈良県

出典 石川県災害対策本部員会議（令和６年３月19日）資料抜粋

１ 報告事項

（１）令和６年能登半島地震の被災状況



（１）令和６年能登半島地震の被災状況
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奈良県

出典 石川県災害対策本部員会議（令和６年３月19日）資料抜粋



１ 政府の対応
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奈良県（２）政府、全国知事会、関西広域連合等の対応

・１月１日17時30分 「令和６年能登半島地震特定災害対策本部」設置

・１月１日22時40分 「令和６年能登半島地震非常災害対策本部」設置

・１月１日23時22分 「令和６年能登半島地震非常災害現地対策本部」設置

・１月１日 新潟県、富山県、石川県及び福井県は35市11町1村に災害救助法適用を決定

・１月６日 石川県は、全域（19市町）に被災者生活再建支援法の適用を決定

・１月11日 「令和六年能登半島地震による災害についての激甚災害及びこれに対し適用すべき措置の指定に関する政

令」、「令和六年能登半島地震による災害についての特定非常災害及びこれに対し適用すべき措置の指定に

関する政令」を閣議決定

・１月19日 「令和六年能登半島地震による災害についての非常災害の指定に関する政令」を閣議決定

・２月１日 令和６年能登半島地震復旧・復興支援本部（第１回）

・２月２日 富山県は、全域（15市町村）に被災者生活再建支援法の適用を決定

・２月16日 令和６年能登半島地震復旧・復興支援本部（第２回）

・３月１日 令和６年能登半島地震復旧・復興支援本部（第３回）

２ 全国知事会、関西広域連合等の対応

・１月２日13時00分 関西広域連合災害対策支援本部設置

・１月２日14時00分 全国知事会緊急広域災害対策本部設置

・１月４日 関西広域連合災害対策支援本部会議（第１回）

・支援方針の決定、現地支援本部の設置、カウンターパート（対口支援）先の決定

支援方針：全国知事会及び関西広域連合が連携し、物資支援を継続して実施

全国知事会及び中部ブロック、関西広域連合、指定都市市長会等が連携し、

カウンターパート方式による被災市町に対する支援を実施

・１月25日 関西広域連合災害対策支援本部会議（第２回）

・３月２日 関西広域連合災害対策支援本部会議（第３回）

・３月21日 関西広域連合災害対策支援本部会議（第４回）



はくいし

羽 咋 市

かほく市

うちなだまち

内 灘 町
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（３）奈良県からの被災地支援状況
Nara Prefecture

奈良県

＊地図：関西広域連合ホームページ

① 人的支援

職 員

緊 急 消 防 援 助 隊
D W A T
Ｄ Ｍ Ａ Ｔ
保 健 師 等

警察災害派遣隊等
災 害 ボ ラ ン テ ィ ア

飲料水 60,000リットル

携帯トイレ 7,500個

ブルーシート 1,000枚

食糧 37,966食

大人用おむつ 100枚

液体ミルク 440缶

ボディシート 96個

② 物的支援
・被災者受け入れ住戸の提供

・給水車派遣

・ふるさと納税の代行受付 等

③ その他の支援

： 延べ305名 県職員：延べ93名
市町村職員：延べ212名

： 延べ136隊550名
： 延べ6名
： 延べ15チーム72名
： 延べ29名 県職員：延べ22名

市町村職員：延べ7名
： 延べ171名
： 延べ20名

＊令和６年３月21日現在

【警察災害派遣隊等】

（珠洲市、能登町等）

（輪島市、穴水町）

【被災建築物応急
危 険 度 判 定 】

【給水車派遣】

（能登町）

【保健師派遣】

（能登町）

【緊急消防援助隊】

（輪島市）

【航空後方支援】

（小松市、志賀町）

【ＤＭＡＴ(災害派遣医療ﾁｰﾑ)】

（金沢市等）

【物資支援】

（七尾市、羽咋市、かほく市、
内灘町、志賀町、穴水町）

【被災地へのリエゾン派遣】

関西広域連合現地支援本部

（石川県庁）

建物被害認定調査

罹災証明書交付避難所運営支援

被災者生活再建支援制度窓口

応急仮設住宅受付

穴水町カウンターパート支援

【被災地へのリエゾン派遣】

（現地支援調整本部）

（能登町）

【治山施設及び山地災害危
険地区等の被害状況調査】

（石川県庁）

【応急仮設住宅の建設
に係る業務支援】

（内灘町）

【被災宅地危険度判定】

【DWAT(災害派遣福祉ﾁｰﾑ)】

（輪島市等）

（穴水町）

【災害ボランティア】



Nara Prefecture
奈良県

カウンターパート先である穴水町の災害対応等状況

（３） 奈良県からの被災地支援状況
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○穴水町の概要 人口 ７，８９０人（３，５６４世帯） 面積 １８３㎢

○人的被害 死者 ２０人、負傷者 ２５７人（重傷３２人、軽傷２２５人）

○避難の状況 一時最大数 現在

避難所数 ６２箇所 （１月１日時点） １７箇所（▲４５箇所）

避難者数 ３，９９１人 （１月３日時点） ３０９人（▲３，６８２人）

項目 状況 備考

被災建築物応急危険度判定 １月１８日に完了 ６，３５８件 （危険：２，３１０件、要注意：１，８５５件）

災害に係る住家の被害認定（第一次調査） 住家について完了 ６，０３８件 （住家：４，１０２件、非住家：１，９３６件）

災害に係る住家の被害認定（第二次調査） 概ね完了 ３４３件 （申請件数のうち９９％調査済み）

罹災証明書の発行 申請受付中
３，９３８件 （住家：２，６１９件、非住家：１，３１９件、

住家の交付率７３．５％）

被災者生活再建支援制度 申込受付中 ４０４件

応急仮設住宅 申込受付中 申込：５９６件、完成済：３３戸

住宅応急修理 申込受付中 緊急修理：１，００３件、応急修理：５２７件

義援金の配付 受付中 －

＊人口は令和２年国勢調査。面積は町ホームページ。避難所閉鎖数は石川県防災ポータル。人的被害は石川県災害対策本部会議資料（令和６年３月19日）。
＊その他の数値は、穴水町災害対策本部会議資料（令和６年３月19日）。

○生活再建支援の状況

○その他 ・停電は、２月２７日解消済み。

・上水道は、全域で３月２日復旧済み。下水道は、復旧作業中。

・小学校、中学校は、１月２９日再開済み。保育所、幼稚園は、３月４日再開済み。



【概 要】・本県がカウンターパートとして支援に入っている穴水町（災害ボランティアセンター）からの要請に基づき、

災害ボランティアを派遣。

・被災者が日常生活を一日も早く回復されるよう、家財の片付けや災害廃棄物の運搬、分別作業などを実施。

Nara Prefecture
奈良県

災害ボランティアの派遣

・活動期間 令和６年３月２０日（水・祝）～２２日（金）（車中１泊、金沢市内１泊）

・派遣人数 ２０名（ボランティア１７名、事務局３名（県・県社協職員））

※ボランティアは事前募集（県内在住、在勤、在学の18歳以上75歳未満）

・活動概要 穴水町災害ボランティアセンターが事前確認した被災者からのニーズに沿って、

ボランティアを５班（４名×５班）に分けて家屋等での片付け等を実施

１．派遣にあたっての課題等

○支援先からの情報収集

（流入規制や受入体制との

兼ね合いを含む）

２．現地支援における課題等

（帰還後に整理）

３．今後の支援の課題

（帰還後に整理）

災害ボランティアの活動概要

（３） 奈良県からの被災地支援状況

【活動状況】 【支援課題等】

6
＊令和６年３月２１日現在

災害ボランティアバス出発
（３月２０日 ２３時

県社会福祉総合センター）

出発前オリエンテーション
（３月２０日 ２２時３０分

県社会福祉総合センター）

穴水町でのボランティア活動

（３月２１日 １１時）

・行 程 ３月２０日（水・祝） ３月２１日（木） ３月２２日（金）

22:30集合（社会福祉総合センター） 7:00金沢着（レンタカー５台に分乗） 6:45金沢発（レンタカー５台に分乗）

オリエンテーション 9:30穴水町到着 9:00穴水町到着

23:00出発（バス１台） 車中泊 ボランティア活動 ボランティア活動

16:00穴水町出発 13:00穴水町出発

19:00金沢着・宿泊（ビジネスホテル） 17:00金沢発（バス１台）

21:30帰着（社会福祉総合センター）
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奈良県２ 協議事項

（１） 被災地支援の今後の方向性

○ 今後、短期派遣による支援から、復旧・復興段階への中長期派遣へ移行

○ 被災した市町の状況に応じた短期派遣による支援を一部継続

＊「大規模災害時の地方公共団体からの応援職員の派遣について」総務省自治行政局公務員部公務員課（令和3年度地方財政審議会説明資料）抜粋

総務省

・ 穴水町現地支援調整本部へのリエゾン派遣終了（３月末）

・ 穴水町への短期派遣支援（被災者生活再建支援制度窓口、避難所運営等）は、
当面継続（４月末目途）

○ 奈良県被災地支援対策本部は、体制を継続

（参考）



Nara Prefecture

奈良県

（１） 石川県穴水町への派遣 （総務省復旧・復興支援技術職員派遣制度※に基づく派遣）

職 種：建築職 （災害公営住宅建設業務等に従事）

人 数：２名

派遣時期：令和６年５月１日予定

※ 奈良県の事前エントリーは土木職２名、建築職２名、農業土木職１名、林学職２名

⇒結果：石川県・富山県内市町村の全国に対する派遣要望数約１４０名に対し、

総務省からの派遣割当は建築職２名

（２） 石川県庁への派遣 （全国知事会）

全国に対する派遣要望数約１５０名に対し、

奈良県の事前エントリーは事務職１名、土木職１名、林学職１名

⇒石川県において調整中

【参考】過去の地震災害への派遣状況

（１） 東日本大震災

平成２４年～２９年 毎年６名を派遣：岩手２名（事務１、農業土木１）、宮城３名（事務３）、福島１名（事務１）

平成３０年 ４名を派遣：岩手１名（事務１）、宮城２名（事務２）、福島１名（事務１）

令和元年～３年 毎年２名を派遣：宮城１名（事務１）、福島１名（事務１）

(2) 熊本地震

平成２９年 ２名（事務２名）を派遣

平成３０年 １名（事務１名）を派遣

被災自治体への中長期派遣について
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